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An Historical Research Paper on the Gun Powder of the Kaga Clan 
VIII. Studies on the Construction of Fortresses on the Coast of the Kaga, Noto and       
Etuchu Areas of the Sea of Japan 
Eiji ITAGAKI1* 
Abstract 
For defense against possible attack by foreign warships, the Kaga clan initiated a massive building 
program which saw the construction of numerous fortresses along the coast of the Kaga, Noto, and 
Etuchu areas in 1850, the third year of the Kaei era (1848 to 1854).  Tamon Kanaya and three other 
persons, the chief overseers of the program, examined the coast of the Noto peninsula in order to 
determine the most suitable locations for the construction of fortresses. After eleven days of travel, six 
places were chosen at an official meeting in Kanazawa.  These were the seaside villages of Motoyosi, 
Ohono, Kurosima, Wajima, Ushitu and Fushiki. In each of these fortresses, four to six arrow firing 
cannons were arranged and stored in arsenals alongside gunpowder and bullets. After opening the 
Suzumi molding factory in 1854, the first year of the Ansei era (1854 to 1860), modern cannons were 
produced, and then arranged in each fortress for the purpose of reinforcing their defensive power. 
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出来ニ付 第一卷 三州海岸巡見録 啓行用意方記






































































































被伝渡可被下候 且前借無御座候 以上 
    戌六月          金谷多門 判 













      嘉永三年六月    
知行高四百石内 百五拾石 御役料 印 


















右多門儀 今般御内用ニ而 三州海辺海岸等 
為見分罷越候条 駅々人足并昼泊無指支様 可
被相心得候 以上 
    戌 六月       金谷多門 内， 
               椛木安五郎  印 
    津幡駅 ヨリ 野々市駅迠 





嘉永三年六月九日 朝 金沢を出立つ 
六月九日 津幡 昼，今石動 泊り。同十日 高

























  追状 有沢・米澤両家同丁向三新江 既ニ
前田等同勤御内用之人々江送状 且願申江
案内シ而 指置事 
  私儀 海辺御内用相付只今帰着候 右為御
届申上度□□御座候 以上 
  六月廿六日         金谷 多門 
     前田近江守 様 
     奧御在次中 様 








一 左之通指置 書付 御算用江 指置事 
  私儀為御内用 当六月九日金沢発足 加越
能三州海岸 村々相廻リ 同月二十六日致
帰着候 往来道程日数之覚 
一 百八里四町七間     道程 
一 十八日         日数 
   内 三日越中，十一日能州，四日加州 
右之通リ御座候 御被前 御扶指方代等 請取
右申聞条  
本地割ニ付 御申渡可相成候 以上 
嘉永三年七月 
          知行高四百石 内百五十石御役料 
     物改並  金谷 多門  印 










      覚 
         加州 高四百石 内百五十石役料 
金 谷 多 門 
一 弐百五匁三分三厘 
 上下七人戌六月九日より同二十六日迄御扶持
方代 十七泊賃也 百八里旅賃銀共 
  右之御内用加越能三州海岸村々罷越候ニ付
承渡し 
   嘉永三年七月十二日 
御 算 用 場 印 
    大場源之清 殿 
    中村丹大夫 殿 
 自分奧出 
 右之銀高請取申候以上 
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 嘉永三年六月九日 最初の日 
嘉永三年三州海岸ヲ巡見シ 砲台安置ノ地形ヲ
検出スヘキノ旨 命ヲ蒙リ 戌六月九日早朝発
達ス 同動同行ノ人 前田主馬 河合清左衛門 
木邨権三郎 都合四人也 大樋茶店ニスエル時 
























     八 月 十 四 日 
奥村助右衛門（伊豫守） 
















   但し本人より御用番江御打述申候事 
一 河合，木村前条にて御次江も出，自分江申
聞候事 
    当年出来之台場 
一 大野，一 黒島，一 宇出津，一 伏木，

















































































    覚 
一 一ヶ所  御用地築立場所此御普請図り。 
一 長平均 三十二間六分六厘 
 敷三間七分五厘，頭二間，土居築立高さ 
  一間五厘 
 坪ニメ 九拾八坪五合九勺二才三毛 
内，   壱坪五合六勺， 
        炮面五ヶ所引き 
    メ七坪三合八勺六才 
残面，  九十一坪二合六才三毛 




二匁五分宛                （+） 




 坪にメ 九十坪。 
此人足 九十人，土居下地ならし人足， 
一坪に付一人掛り 
此日用銀 百九十八匁， 但一人に 





但 長六尺 幅二尺 深さ三尺三寸 
一 六十五坪三合二勺五才 土居頭穴廻共当申
す芝坪 
此芝坪 メ 百六十七坪四合九才。 
（三箇所の芝坪の総坪数） 
 此日用銀  百六十七匁四分   （+） 
土居総廻等ニ当申芝坪人足，但一人に付 
一匁宛 
総人足 メ  六百二十八人五厘 
総坪 メ 三百五十九坪二勺一才八毛 
内 九十坪    地ならし坪引 
三十六坪四合二勺五毛 
砂四歩交坪引 
百六十七坪四合九才  芝坪引 
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嘉永四年九月  岩峅寺  門前久太郎 
結城七郎右衛門 殿 




















    十一月二十四日   魚津御馬廻多七郎嫡子 
布目 大太郎  印 
     大嶋三郎左衛門様 同   馬場弘女弟 
     金谷 與十郎 様 馬場  三郎  印 
右之通申越候付，写相越之候条可得其意候，承
知之験名判イタシ可相返候 以上 
   未 十一月二十六日      御 郡 所 


































伺被伝置得共 両流之御筒十八挺 御用処 酒
井流一メ目一挺之内 御筒無しニ候 両家共指









  同壱貫筒六挺同断 






  （十四挺の大筒は小川家に渡すこと） 
一 御城方より 御渡し御筒 都合四十挺之事 
  御家老方より詮議ニ付 小川家より 御達
申候 台場付之筒 
  六メ目カロナーテ，三メ目 同（カロナーテ
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砲），四メ目短カノン，三メ目 同（短カノ
ン砲），三メ目長カノン，   








   御筒惣高 
一 六貫目筒 廿四挺，一 壱メ目筒 四挺 
一 七百目筒  七挺，一 六メ目ホーイスル 
壱挺 
一 十三メ目モルチール 二挺， 
一 ハント（モルチール）弐挺 

































 嘉永五年四月弐拾三日  
大橋作之進 百五十目，国友次郎助 弐百目，

























































































  一 三月二十七日 
大橋，小川，去年鋳造し御筒 於打木浜力様 
水原 坂野 前田 丹羽 木村重吉 如見分 
罷越 




壱挺壱メ目 薬操ノ為御筒破裂粉砕   
大橋 モルチール，カロナーテ  
メ弐挺の内 
カロナーテ 七百二十匁ニテ筒破裂却及 
六挺ノ内 五挺 御用立候事 























   覚 
一 カラナーテ 御筒 壱挺 
一 凡 百六拾貫目 但ハイトウ共 （筒の目方） 
代 六百六十三匁壱分弐厘 四百十四匁四
分五厘加ヘ            （＊） 
一 百三拾八匁 別紙 鋳立方累り上部ノ内四
口ノ分              （＊） 
一 壱貫三百三拾目    （型造り費用）（＊） 
     内訳 是研唐金木地作料  代壱百目 
        石型金編入     代三百目 
        型干焼炭等     代八十目 
        土砂並置用ノ品   代百五十目 
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        型拵え初めより仕上迠之職手間 
         凡 百四十人   代五百六十目 
型之拵始終手間凡八十目 代弐百
四十目 
       メ 
一 四百八拾八匁    （甑に必要な費用）（＊） 
    内訳 宛甑弐挺出来    代二百目 
    右ノ用鉄物         代百弐匁 
    宛甑棒四本 但拵作料など  代五十六匁 
    掛木掛け縄など       代百三拾目 
      メ 
   メ 弐貫六百拾九匁壱分弐厘（＊4件の合計） 
   右凡 直段累如斯御座候 以上 
     子 八月 （嘉永五年）釜屋 弥吉 ○印  









      覚 
  モルチール御筒壱挺， 目形 凡壱百弐拾貫目，
（中略） 
    代 メ 壱貫弐百三拾七匁三分四厘  
    子 八月           釜屋弥吉 




      覚 
  鉄製ハンドモルチール 御筒壱挺  
 凡 弐百三拾目 但古金，炭，外型職人並手伝共図り
高 
  右凡直段図り如故ニ請く 以上 
     子 八月          釜屋弥吉 








     覚 
  一 三貫目斗リ     カロナーテ 一挺 
  一 一メ四百      モルチール  同 
  一 四百目斗リ     錐台入用 
        右損取処に御座候（錐台の修理費） 
  一 八百五十目斗リ   水車並び水車の用 
        右損取処御座候 
    （錐台の動力となる水車の修理費） 
  一 百五十目斗リ   仮屋建物御入用 
   （仮設の建物が必要） 
  一 一メ目九百斗リ  錐刃金工入用 
    （錐台の錐刃を作る費用） 
    右同様御筒被仰付候得共御用立申候品ノ□ 
  一 四百目斗リ    木代並大工作料 
    （木工代） 
  一 壱メ目斗リ    鍛冶屋具等作料 
    （鍛冶屋工具作り代） 
  一 七百目斗リ    炭油日雇等諸雑用 
（鍛冶用の炭，油，人夫雇い等雑用費用） 
     メ 九貫八百目斗リ 
右鉄製カロナーテ並モルチール被仰付候ニ付中
勘見図如故御座候 以上 
      子 八月二十八日        
野本七郎左衛門 判 
佐藤三木之進  判 
加藤九八郎   判 






      子 九月 
         大橋作之進 印 














史料48 矢玉数減少 当時 御指定高    
    嘉永五年也 
一 六貫目筒 一挺ニ付       
  矢数十本，玉数廿充 
一 一貫目並び 七百目筒 同    
  矢数十本充 
  右一日分放発高 此分一台場ニ三日分充
御用意也 
   同断 代地図り      （価格調べ） 
一 壱貫七百目 六メ目筒之分矢数二拾本代 
（20 x 85匁＝1メ700匁） 
  但 壱本目 八十五匁図り 
一 弐貫七百目 六メ目筒之分 玉数百之代 
（100 x 27 匁＝2メ700匁） 
  但 壱ツニ付 弐拾七匁図り 
一 三百五十目 壱貫目筒及び七百目筒之分 
矢数 十本代 
  但 壱本ニ付 三拾五匁図り 
（10 x 35匁 ＝350匁）  
一 八百目   強書顕御隠密入用也 
    メ 五貫五百五拾目 保銀 
  右五挺立六メ目四挺，壱メ目壱挺  
  台場壱ヶ処分一日分矢玉入用也 










    火矢筒諸砲配分等之記  文久四年 
一 十貫目   七挺   （配備先の記載は無い） 
一 六貫目   三十三挺 
   内訳 
今浜 四挺，福浦 三挺，黒島 三挺，輪島 二
挺（四挺），狼煙 一挺，宇出津 三挺，曽良 三
挺，伏木 四挺，本吉 二挺，正院 二挺 
     メ 二十七挺，   残り 六挺 
一 一貫目  十一挺 
   内訳 
今浜 一挺，輪島 一挺，狼煙 二挺，伏木 一
挺，本吉 一挺 





 史料50 火矢筒員数  文久四年 
一 十貫目  七挺 
火矢 二十七本，玉 二十五個，矢羽根 二，
根 五十一本分 
一 六貫目  三十三挺，  内六挺 金沢在 
火矢 八十四本，玉 四拾五個，矢根 二十
六本 
一 一貫目  十一挺，   内五挺 金沢在 
火矢 八本， 玉 三十九個，矢根 百五十
一本， 根 三本分 
一  七百目  十一挺 
   火矢 四本， 矢ノ根 七十六本 
一  五百目  四挺 
   火矢 二十本， 矢根 百十四本 
一  三百目  一挺 
     矢根 八本 
一 二百目    二挺   他 
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 史料51 
     亥十二月迠之御在合高 
      大砲員数 
一 一挺 二十九寸臼砲，一 三挺 二十四斤
迦砲，一 一挺 十六斤迦砲， 
   メ 五挺 海岸台場ニ用之分 
一 六挺 三貫目忽砲，内二挺 生地御台場行，











一 輪島  六メ目筒 三挺，壱メ目壱挺， 
  小川家三ヶ処  
一 福浦 （字 地蔵ヶ端）   同断  







一 輪島 五百目筒 一挺，弐百目筒 三挺，
百目 二挺 
一 福浦 五百目筒 一挺，弐百目筒 一挺，
百目 二挺，五十目 三挺 


















   村方江被下候事 
   豊島流打払之場之図り方  （打払場＝台場） 
    一  五挺 一手合御筒 
内 一挺 一メ目玉 打人足軽五人置ク 
一挺 五百目玉 打人足軽四人置ク 
三挺 三百目玉 打人足軽一挺三人
置クニ而九人 





右者等ニ伝付候 嘉永四年 四ヶ処 












 史料54 文久三亥年四月 








     坊主改江 
表方坊主一統 臨時大筒司令役等被仰付 表
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坊主等ハ打人相勤候筈ニ候条 夫々壮猷館江
罷出稽古相励候様可被申渡候事 






















































































































　　   大村　　　　泊まり 福浦
同二十二日  一ノ宮　　　昼




同二十四日  相川新村　　昼 大野　○ 大野、宮腰
　　　本吉　　　泊まり 打木
　　　　　　　　但し新村御境迠 相川新村












































嘉永三年  大筒在合数 
   一 十メ目筒   六挺   御城付 
  一 六メ目筒   二十四挺  同 九挺， 
           能州浦三ヶ所御蔵入り 
  一 壱貫目筒   十挺    同六挺 
           能州浦三ヶ所御蔵入り 
  一  同     十一挺  同六挺 同断 
  一 六メ目ホウイーツル  一挺 
  一 十三貫目モルチール  二挺 
  一 ハンドモルチール   同 





















  口径 砲身の長さ 目形 薬込め量 矢玉丁里 
十貫目筒 六寸余 三尺三寸斗 六十ﾒ斗 120 目～160 目 七～十二丁 
  約 18cm 約 1m 225kg 450g～600g 700m~1300m 
六貫目筒 五寸余 三尺三寸斗 四十ﾒ斗 100 目～130 目 八～十三丁 
  約 15cm 約 1m 150kg 375g～488g 870m～1400m 
壱貫目筒 二寸九分余 二尺八寸斗 二十五ﾒ斗 30 目～50 目 七～十丁 
  約 8cm 約 80cm 70kg 113g～188g 700m～1100m 






















































 　台場場所 築造年 砲眼数 御筒 砲数 玉数 矢本数 一日矢玉数 三日矢玉数 火薬備蓄量
宇出津 嘉永3年 三挺立て 六メ目御筒 三挺 二十 十 60 (30) 180 (90) ４９貫
黒島 嘉永3年 三挺立て 六メ目御筒 三挺 二十 十 60 (30) 180 (90) ４９貫
輪島 嘉永3年 五挺立て 六メ目御筒 四挺 二十 十 80 (40) 240 (120) ６５貫
壱メ目御筒 一挺 十 (10) (30)
伏木 嘉永3年 五挺立て 六メ目御筒 四挺 二十 十 80 (40) 240 (120) ６５貫
壱メ目御筒 一挺 十 (10) (30)
大野 嘉永3年 四挺立て 六メ目御筒 四挺 二十 十 80 (40) 240 (120) ６５貫
本吉 嘉永3年 五挺立て 六メ目御筒 二挺 二十 十 40 (20)  120 (30) 32貫
壱メ目御筒 一挺 十 (10) (30)
曽良 嘉永４年 三挺立て 六メ目御筒 三挺 二十 十 60 (30) 180 (90) ４９貫
今浜 嘉永４年 六メ目御筒 四挺 二十 十 80 (40) 240 (120) ６５貫
壱メ目御筒 一挺 十 (10) (30)
正院 嘉永4年 五挺立て 六メ目御筒 二挺 二十 十 40 (20) 120 (60) 32貫
狼煙 嘉永4年 六メ目御筒 一挺 二十 十 20 (10)  60 (30) １６貫
壱メ目御筒 二挺 十 (10) (30)
福浦 嘉永4年? 六メ目御筒 三挺 二十 十 60 (30) 180 (90) ４９貫
　（ｘｘ）　矢数
御筒　砲数は史料５１による。 玉、矢数は史料５０による。
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